
「生駒市立小・中学校のあり方に関する基本的な考え方」に対する 

必要な対応と懸念される新たな課題について意見をお願いします 

 「学校再編に係る地域協議会（生駒南小学校区）」（以下「地域協議会」といいます。）では、

今般、生駒市教育委員会（以下「市教育委員会」といいます。）が示した「生駒市立小・中学

校のあり方に関する基本的な考え方」（以下「基本的な考え方」といいます。）(※)の中で、

生駒南小学校と生駒南第二小学校を再編することについて、皆さまのご意見をお伺いし、地

域協議会で共有したいと考えています。 

 また、いただいたご意見は、整理した上で、今後の地域協議会での協議における参考とさ

せていただき、「学校再編等についての意見書」という形で市教育委員会に提出します。 

 つきましては、基本的な考え方で示された「具体的な方策を実施する際に留意すべき事項」

を除く新たに懸念される課題について、ご意見をお伺いします。また、留意すべき事項に対

する必要な対応やその他のご意見もありましたら、末尾の自由記入欄にご記入ください。 

 なお、いただいたご意見は公開の場である地域協議会でご紹介するとともに、本書を複製

し、地域協議会内で共有することもありますので、ご了承ください。 

 子どもたちにとって、より良い教育環境を実現するため、皆さまのご協力をお願いします。 

 

 ※「生駒市立小・中学校のあり方に関する基本的な考え方」は、裏面概要及び市ホームペ

ージ（https://www.city.ikoma.lg.jp/0000023700.html）をご覧ください。 

 

 令和３年２月 

 

学校再編に係る地域協議会（生駒南小学校区） 

 

望ましい学校規模を確保するための具体的な方策を実施する際に留意すべきこと 

(1)児童生徒の通学の負担(通学時間、通学手段等)及び通学路の安全に関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・児童生徒にとって、日々の通学時間やその

方法及び通学路の安全等、通学環境は非常に

重要な事項です。児童生徒にとって過剰な負

担とならないよう、また安全に通学できるよ

うに配慮します。 

・学校再編により、校区が広くなることが想

定されることから、望ましい学校配置の基準

を達成し、かつ安全に通学できる通学手段を

確保するために、通学路の環境整備、電車の

活用やスクールバスの導入も検討し、通学支

援を行っていきます。 

 

(2)学校再編の環境変化に伴う児童・生徒及び保護者への対応に関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・学校再編により、児童・生徒の学習環境や

生活環境等に大きな変化が生じ、新たな生活

への戸惑いに対して配慮が必要となります。

学校再編について保 護者や地域住民との 合

意形成が図られた時点で、学校再編の対象と

なる学校に在籍している児童・生徒について

は、在籍する学校で卒業ができるような形を

行う等、柔軟に対応します。また、在校生に

対する心のケアとし てスクールカウンセ ラ

 

ーの配置を検討するとともに、保護者に対し

ては、日々の学校生活に関する積極的な情報

発信や丁寧な相談対応等、必要な心理的支援

を行います。 

(3)通学区域の見直しに関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・望ましい学校規模を確保するための方策と

して、隣接する学校との学校再編が最も有効

であると考えますが、通学区域の変更をもっ

て学校規模を確保で きると判断される場 合

には、地域との関係にも配慮しつつ、学校再

編とは異なる方策も 検討していくことと し

ます。 

 

(4)学校と地域の関係に関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・学校は、防災拠点としての避難所や地域の

交流の場等、地域コミュニティの核となって

いることが多く、学校再編によって、学校と

地域との関係性に大 きな影響を与えるこ と

が予想されます。したがって、学校再編の検

討を進める際には、学校がまちづくりと密接

不可分であることに配慮しつつ、学校と地域

とが協働して学校運営・地域づくりを行える

ようなシステムを構築し、コミュニティ・ス

クールを推進していくため、校区と行政区に

ついては、可能な限り整合性を図ることとし

ます。 

 

(5)学校跡地の利活用に関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・学校再編による学校跡地及び施設の利活用

については、市長部局との連携のもと、地域

と十分協議した上で、市として総合的に検討

していくこととします。 

 

(6)特別な配慮を要する児童生徒への対応に関すること 

市教育委員会の考え方 あなたのご意見(必要な対応・新たな課題) 

・特に特別な配慮を要する児童生徒について

は、学校再編により移動面や学習面等におい

て、不利益が生じないよう必要な対応策を講

じていくこととします。 

 

上記の留意すべき事項以外で懸念される課題があれば、必要な対応も含めご記入ください。 

 

参考

https://www.city.ikoma.lg.jp/0000023700.html


上記の＜学校再編に当たり留意すべきこと＞に対する必要な対応や新たに懸念される課題等について、 

裏面にご意見をご記入ください。ご協力をお願いします。                     

 

 
本市では、今後 20 年間で約 25％超の児童生徒数の減少が見込まれ、一部の学校においては、

さらに小規模化が進むことが懸念されるとともに、国においては、全国的な少子高齢化の状況を

踏まえ、小中一貫教育や公共施設等の適正管理の推進を自治体に求めています。  

 このことから、本市教育委員会では、令和 2 年 6 月に策定した「第 2 次生駒市教育大綱」に掲

げる「 21 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり」の基本方針の下、さらなる教育環境

の充実に向け、学識経験者、自治会、ＰＴＡ、公募市民等で構成する「生駒市学校教育のあり方

検討員会」から答申を受けたことから、市立小・中学校の小中一貫教育の推進と学校規模適正化

に伴う諸課題に対し、市民と教育委員会が「協創」して取り組む指針として、「生駒市立小・中

学校のあり方に関する基本的な考え方」を策定しました。  

 

＜市立小・中学校の学校規模の状況(R2.5.1 現在 )＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市立小・中学校の児童生徒数推計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜小規模校・大規模校のメリット・デメリット(抜粋)＞  
 メリット  デメリット  

小規模校  

【 児童 生 徒 へ の影 響 】  
① 一 人 ひと り の 状 況 に 合 わ せ たき め 細 か な 指

導 が行 い や す い。  
② 一人 ひ と り が活 躍 で き る機 会 が 多 くな る 。  
③ 異年 齢 交 流 が組 み や す い。  

【 児童 ・ 生 徒 への 影 響 】  
① ク ラ ス 替え が 全 部 ま た は 一 部 の学 年 で で き

な い た め 、 児童 生 徒 の 人 間 関 係 や相 互 評 価
が 固 定 し 、 クラ ス 替 え に よ っ て 意欲 を 新 た
に し づ ら く 、新 た な 人 間 関 係 を 構築 す る 力

【 学校 運 営 】  
① 施 設 や備 品 を 余 裕 を も っ て 使う こ と が で き

る 。  
② 保護 者 や 地 域と の 連 携 が取 り や す い。  
 

を 育成 し づ ら い。  
② お 互 い に切 磋 琢 磨 す る 教 育 活 動、 社 会 性 や

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能 力 を 養 う 教育 活 動 が
し にく い 。  

【 学校 運 営 】  
① 中 学 校 に お い て 部 活 動 の 種 類 が 制 限 さ れ

る 。  
② 免 許 外 指導 の 教 科 が 生 じ 、 教 科担 任 に よ る

学 習指 導 が 徹 底し づ ら く なる 。  
③ 教 職 員 一人 ひ と り の 校 務 負 担 や行 事 に 関 わ

る 負 担 が 重 くな り 、 研 修 や 会 議 の時 間 が 十
分 と り に く く、 児 童 生 徒 へ の 学 びの 充 実 に
影 響を 及 ぼ す 可能 性 が あ る。  

大規模校  
【 児童 ・ 生 徒 への 影 響 】  
① 児 童 生徒 相 互 の ふ れ あ い 等 の機 会 が 多 く 、

社 会性 や 協 調 性が 育 成 し やす い 。  
② 集団 の 中 で 切磋 琢 磨 す る機 会 が 多 くな る 。  
③ 運動 会 等 の 学校 行 事 が 活発 に な り やす い 。  
【 学校 運 営 】  
① 教 職 員数 が 多 く 、 多 く の 先 生と 接 す る 機 会

に 恵ま れ る 。  
② 調 和 のと れ た 校 務 分 掌 が 確 立で き 、 教 職 員

一 人ひ と り の 負担 が 緩 和 され る 。  

【 児童 ・ 生 徒 への 影 響 】  
① 児 童 生 徒一 人 ひ と り が 主 体 的 に活 躍 す る 場

や 機会 が 少 な くな る 場 合 があ る 。  
② 異学 年 交 流 の機 会 が 設 定し に く く なる 。  
【 学校 運 営 】  
① 25 学 級を 超 え る よう な 規模 に な っ た場 合 、

児 童生 徒 1 人 当た り の 校 舎や 運 動 場 面積 等
が 相対 的 に 狭 くな る 。  

② 教 職 員 が十 分 な 共 通 理 解 を 図 った り す る 上
で 困難 が 生 じ る場 合 が あ る。  

 

＜望ましい学校規模・学校配置＞ 

 小規模 望ましい規模 大規模 
望 まし い 配 置  

（ 望ま し い 通 学距 離 ）  

小 学校  11 学 級 以下  12 学 級 ～ 24 学 級（ 各 学 年 2～ 4 学 級 ） 25 学 級 以上  4km 以 内  

中 学校  8 学 級 以 下  
9 学 級 ～ 18 学 級（ 各 学 年 3～ 6 学 級 ） 

（ 19～ 21 学 級 も 許 容範 囲 とす る ）  
22 学 級 以上  6km 以 内  

 

＜望ましい学校規模及び学校配置を踏まえた検討結果＞ 

 

 

 

 

 

生駒市教育委員会の基本的な考え方 

 

 

 
 

＜学校再編に当たり留意すべきこと＞       ＜魅力的な学校づくりの推進＞ 

 

 

 

 

 

 

＜小規模校を存続させる場合の具体的な方策＞ 

 小規模校のメリットの最大化とデメリットの最小化、モデル的な教育の充実、学校を核とした

コミュニティやまちづくりの活性化につながる学校のあり方の具体化を推進  

 【取組例】小規模校を最大限生かした教育活動、向上心を育むための意図的な環境づくり、  

他の公共施設との複合化による教育活動・地域活動の充実  等  

生駒市立小・中学校のあり方に関する基本的な考え方 概要版 

中学校（全８校）

６学級以下

７〜１２学級

１３〜１８学級
２校

２校

４校

小学校（全１２校）

1校

６学級以下

７〜１２学級

１９学級以上

3校

２校

１３〜１８学級

6校

約 28％ 減  

上記の望ましい学校規模・学校配置を踏まえ、令和 2 年 2 月に出された生駒市学校教育のあり
方検討委員会からの答申では、小学校では生駒南第二小学校、中学校では生駒南中学校に対し
て望ましい規模確保のための取組が必要とされ、生駒南第二小学校については、生駒南小学校
との「学校再編（統合）」が有効な手法の一つとして示されました。  

答申を重く受け止め、取組が必要とされた学校の「学校再編（統合）」について、保護

者・地域の皆様と地域協議会を立ち上げ、協議を重ねながら、方向性を決定します。 

小 中一 貫 教 育 の推 進  

コ ミュ ニ テ ィ ・ス ク ー ル の推 進  

学 校施 設 の 充 実  

環 境 変 化 に 伴 う 児 童 ・

生 徒、 保 護 者 への 対 応  

通 学 の 負 担 ・ 通 学 路 の

安 全  

通 学区 域 の 見 直し  学 校と 地 域 と の関 係  

学 校跡 地 の 利 活用  
特 別 な 配 慮 を 要 す る 児

童 生徒 へ の 対 応  

「 小 中 一 貫 教 育 」 や 「 コ ミ
ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 」 の 内
容 な ど 、 基 本 的 な 考 え 方 の
詳 細 は 、 上 記 Ｑ Ｒ コ ー ド か
ら ご 覧 く だ さ い 。  


